
 

秋田県産業廃棄物協会 ×ブラウブリッツ秋田 

 

平成２８年９月１０日（土）に、青年部会の環境教育事業として、協会賛助会員の『ブラウブ

リッツ秋田』と共同で、秋田県内の小学生を対象とした、『第 2 回 ECO サッカー教室』を開催

しました。昨年１０月の開催に続き、２回目の開催となる今回も、江戸時代の 3Ｒを題材とした

環境教育と、ゴミの分別方法を取り入れたサッカーゲームの二部構成で行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

開催式には、山岡会長から出席いただき、参加小学生に向け、『サッカーを通して、環境にたい

して、少しでも興味を持ってもらいたい』と挨拶をいただきました。また、ブラウブリッツ秋田

の岩瀬社長からは、『生まれ育った秋田を、みなさんの手できれいにしながら、サッカーを通じて、

将来は秋田に残り、盛り上げてほしい』と激励いただきました。 

 

第一部の環境教育は、高島青年部会長が講師と

なり、スライドとビデオを使い、小学生でも飽き

にくく、分りやすく、ユーモアを交えた講義とな

りました。現代よりも、ひとつひとつの物を大事

につかった江戸時代のリサイクルにヒントを示

しながら、『将来は他県に出ずに、故郷秋田で、

環境に関わる仕事を考え、起業し、秋田を盛り上

げてほしい。』と締めくくりました。 

環 境 学 習 会 

「環境学習会」 × 「eco サッカー教室」 
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講義終了後、参加小学生からアンケートをたくさんいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、グランドに移り、プロチームのコーチによるサッカーゲームを行いました。ゲームで

は、ゼッケン（ビブス）に、可燃・不燃・資源などのイラストを貼り、同類のゴミ同士のパス回

しをしながら、サッカーで大切な瞬時の判断力を身に着けるトレーニングをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回もブラウブリッツ秋田のプロのサッカー選手２名が参加いただき、子供たちは、目の当り

にするプロの技に魅了されながら、環境を考えるあっという間の３時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青年部会会員自身も、事業を通し、改めて環境を復習できる『自己研鑽』の場となりました。 

今後も一過性のものとせず、継続事業として開催していきたいと思います。 



 

 

 

 

【新聞記事】         

 

9/21掲載「環境新聞」 

 


